
 

 

 

１ 日 時  平成 28年 11月 10日（木） 

２ 学 年  第５学年  ろ 組 25名 

１ 日 時  令和２年９月３日（木） ５校時 

２ 学 年  第２学年  ６名 

３ ねらい   うそばかりついている人の言うことは，（どうせうそにちがいない）と思い，信じよ

うと思わなくなると認識することで，うそをつかないで正直にしようとする心情を育て

る。 

４ 主題設定の理由 
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指導観 

指導に当たっては，導入では，うそをつきたくなる場面やうそをついてしまった経験について振

り返りを行い，本時の主題と自分との関わりを意識させたい。児童から経験が出にくい場合は，教

師から，「宿題ができていないのに『できた。』と言ったこと」「人の嫌がることをやったのに『や

っていない。』と言ったこと」はなかったかを問いかける。 

 また，終末では本時の学習で考えたことを発表させ，自分の生活との関わりを意識させたい。羊

飼いの子どもや羊を守るために，はじめは大人たちが本当に心配して助けに行ったことを押さえる

ことにより，うそは相手に大きな迷惑をかけることや相手からの信頼を失うことに気付かせたい。 

単元観 

第１学年及び第２学年の指導内容Ａ－２ 正直，誠実

「うそをついたりごまかしをしたりしないで，素直に伸

び伸びと生活すること」に関する内容項目である。人か

ら信頼されたい，よい人だと思われたい，大切に思われ

たいというのは誰もが持っている願いである。しかし，

そのためには日ごろの態度の積み重ねが大切であるとい

うことは低学年の児童にはわかりにくい。羊飼いの子ど

もに何度もだまされ続けるうちに，大人たちがどんな気

持ちになっていくのか，また羊飼いの子どもの言うこと

に対してどんな思いを持つようになるのかを捉えさせ

る。うそばかりついている人の言うことは信用すること

ができなくなることを理解させ，うそをついたりごまか

したりすることはいけないことだという心情を高めさせ

たい。 

本教材は，イソップの有名な話である。退屈しのぎに

「おおかみが来た。」とうそをついた羊飼いの子どもだ

が，そのうそを繰り返すうちに，大人たちは羊飼いの言

うことを信じなくなっていく。この大人たちの気持ちの

変化を児童に捉えさせることで，うそばかりついている

人の言うことを信じようと思わなくなることを理解させ

るとともに，自らの行動を改めようとすることのよさに

気付かせることのできる資料である。 

児童観 

  

道徳科 第２学年 三次市立川西小学校 指導者 土井 佳恵 

   

 

教
材
名 

「ひつじかいのこども」 【出典：「１ねん いきるちから」日本文教出版】 

主題名：うそばかりついていると 【Ａ－２誠実，正直】 



５ 本時の展開 

（１）評価について 

  【評価の観点】うそばかりついている人の言うことは（どうせうそにちがいない）と思い，信じよ

うと思わなくなることを考えている。 

【評価の方法】発言・道徳ノート 

（２）準備物 

  場面絵，短冊 

（３）展開 

 

学習過程 
主な発問と予想される児童の心の動き 

【○基本発問 ◎中心発問】 

指導上の留意点（〇） 

準備物など（●）評価（★） 

導 
 

入 

①「学習テー
マの設定」 
１ うそをつ
きたくなる
時について
思い出す 。 

〇どんな時にうそをつきたくなりますか。 

・悪いことをして，ばれたら困る時 

・怒られるとわかっている時 

・宿題をやってないけど，やったとうそをつ
いた。 

〇どうしてうそをついてしまうのでしょう
か。 

〇うそをつきたくなる場面を経験
から紹介させながら，本時のね
らいの方向づけをする。 

 

②「追求活動」 
２ 資料「ひつ
じかいのこ
ども」を読ん
で考え，話し
合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ うそをつ
かないで生
活すること
の大切さに
ついて考え，
自分を振り
返る。 

〇「おおかみだ。」と聞いて，大人たちが牧

場に出てきたのは，なぜでしょうか。 

・早く助けなくちゃ。 

・おおかみに，羊飼いの子どもと羊が食べら

れたら大変だ。 

・羊飼いの子どもがけがをする。 

 

○うそだと知った大人たちは，どんなことを

思ったでしょうか。 

・もう助けない。 

・ひどい子どもだ。 

・こんなうそは許せない。 

・うそばっかり。 

◎大人たちが牧場に出てきてくれなかった

のは，どんな気持ちになったからでしょう

か。 

・もうだまされない。 

・どうせ，またうそだろう。 

・信じられない。 

・もう助けに行かない。 

 

 

 

〇うそやごまかしをしないことが，どうして

大切なのでしょうか。 

・うそをつくのは良くないことだから。 

・みんながいやな気持ちになるから。 

・信用してもらえなくなるから。 

・本当のことでも全部うそだと思われるよう
になるから。 

〇はじめは大人たちが本当に心配

して助けに来たことを押さえて

おくことで，それがうそだとわ

かった時の気持ちを捉えやすく

する。 

●場面絵を参考にして，大人たち
の気持ちを発表させる。 

〇大人たちがせっかく心配して助
けに行ったのにうそだと知った
時にどんな気持ちになったか考
えさせる。 

 

 

 

●場面絵の吹き出しにはいる大人

たちの気持ちを考えさせる。 

〇道徳ノートＰ．１７に，大人た
ちの気持ちを書かせ，うそをつ
く人の言うことを信じようと思
わなくなることに気付けるよう
にする。 

★うそをつく人を許せない，信用
できないと思う気持ちを理解す
ることができたか。（道徳ノー
ト，発言） 

〇うそやごまかしはいつか必ずば
れ，その時は怒られるし，少し
ずつ人からの信用を失っていく
ことになることに気付かせる。 

★うそやごまかしをしない方がよ
い理由を考えようとしている
か。（発言） 

展 
 

開 



終
末 

③「児童一人
一 人 の 解 決
（まとめ）」 
４ 学習のま
とめをする。 

〇今日の「ひつじかいのこども」で「うそば

かりついていると」の学習で考えたことを

発表しましょう。 

・簡単にうそをついてはいけないと思ったの

で私はうそをつかないようにしたい。 

・うそをつくと，友だちや大人からも信用し

てもらえなくなることがわかったから，次

からはうそやごまかしをしない。 

・うそをついたりごまかしたりしたらいけな
いと思った。 

〇今日の学習から「自分はこんな
人間になったらいいな。」という
振り返りを書かせる。 

○うそをついたりごまかしたりし
ないで，素直に伸び伸びと生活
しようとする意欲づけを図る。 

 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ひ
つ
じ
か
い
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買
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〇
さ
い
し
ょ
に
「
お
お
か
み
だ
。」
と
聞
い
た
時 

・
早
く
助
け
な
く
ち
ゃ
。 

・
お
お
か
み
に
，
子
ど
も
と
ひ
つ
じ
が
食
べ
ら
れ 

た
ら
大
へ
ん
だ
。 

・
子
ど
も
が
け
が
を
す
る
。 

 

〇
う
そ
だ
と
し
っ
た
時 

 
 
 
 

 
 

・
も
う
助
け
な
い
。 

・
ひ
ど
い
子
ど
も
だ
。 

・
こ
ん
な
う
そ
は
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せ
な
い
。 

・
う
そ
ば
っ
か
り
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・
何
回
も
。 

 

〇
ま
き
ば
に
出
て
こ
な
か
っ
た
時 

・
ど
う
せ
，
ま
た
う
そ
だ
ろ
う
。 

・
信
じ
ら
れ
な
い
。 

・
も
う
助
け
に
行
か
な
い
。 

 

〇
う
そ
や
ご
ま
か
し
は
… 

・
う
そ
を
つ
く
の
は
良
く
な
い
こ
と
。 

・
み
ん
な
が
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
。 

・
信
用
し
て
も
ら
え
な
く
な
る
。 

・
本
当
の
こ
と
で
も
全
部
う
そ
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

「
自
分
は
こ
ん
な
人
間
に
な
っ
た
ら
い
い
な
。
」 

・
簡
単
に
う
そ
を
つ
か
な
い
。 

・
信
用
し
て
も
ら
え
な
く
な
る
か
ら
う
そ
や
ご
ま
か
し
は
し
な
い
。 

 

場面絵 

九
月
三
日 

う
そ
ば
か
り
つ
い
て
い
る
と 
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場面絵 

う
そ
を
つ
い
た
こ

と
が
あ
る
経
験 


